
J-クレジット活用セミナー
【J-クレジットの創出･活用に向けた実務担当者向け】

J-レジット制度の概要と創出の実務
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クレジット全般について
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クレジットの削減/吸収量とは？

• クレジット＝「プロジェクト実施後排出量」と「ベースライン排出量」の差分

• ベースライン排出量＝仮にプロジェクトを実施しなかった場合に想定される排出量

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）
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クレジットの活用

出典：カーボン・クレジットレポート（経済産業省）

• クレジットの種類は、その由来が排出回避/削減なのか固定吸収/貯留なのかで分類で
き、さらに、自然ベースか技術ベースかでも分類できる。

• 特に自然ベースのものは、気候変動対策に加え生物多様性の保全や生態系の回復な
ど、複数の課題に幅広くアプローチできる。
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クレジットの品質に関するトレンド

追加性 クレジット収入が削減/除去活動へのインセンティブとなる（なければ削減/除去活動が進まない）

情報公開 包括的かつ透明性のある情報を開示する

二重計上防止 ダブルカウント（二重発行、二重訴求、二重使用）がない

永続性
削減／除去が永続的である。または反転（認証されたクレジットが固定している炭素がCO2として再び
大気中に放出）のリスクが補償されている

ガバナンス 透明性・説明責任・クレジット全体の品質を確保する効果的なガバナンスがある

登録簿の整備 クレジット活動およびクレジットを特定・記録・追跡する登録簿が運用されている

第三者による検
証・妥当性確認

堅牢な独立した第三者による検証・妥当性確認が求められる

削減／除去量の定
量化

削減量／除去量は、保守的なアプローチと科学的な方法に基づき定量化される

持続可能な開発と
セーフガード

社会・環境の保全に関して明確なガイダンス等があり、持続可能な開発へネットポジティブなインパク
トを与える

ネットゼロ移行 今世紀半までのネットゼロ目標達成と相容れない排出水準や技術、慣行へのロックインを回避する

■ICVCM コア・カーボン原則（2022年7月公表ドラフト）

NEW!

ICVCM  コアカーボン原則（ドラフト・パブコメ版）よりWB翻訳・作成

クレジットには、従来から厳格な基準（追加性、第三者検証など）が求められる
が、近年「持続可能な開発」や「ネットゼロ」といった付随的な要素も重視され
ており、それらを含めた「質の高いクレジット」の基準が確立しつつある。

NEW!



J-クレジット制度の概要
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J-クレジット制度の概要

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）
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J-クレジット制度全体の流れ

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）
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クレジット創出の主な要件

⚫ 日本国内で実施されること。

⚫ プロジェクト登録を申請する日の2年前以降に稼働した設備が対象であること。

⚫ クレジットの認証対象期間は、プロジェクト登録申請日又はモニタリングが可能に
なった日のいずれか遅い日から8年間。ベースラインを再設定しても削減が見込まれ
る場合最大 16年まで延長が可能（過去分は除くことに注意）

⚫ 類似制度（例：グリーン電力証書 ）や本制度において、同一内容の排出削減活動がプ
ロジェクト登録されていないこと。

⚫ 追加性を有すること。

⚫ 本制度で定められた方法論が適用できること。

⚫ 審査機関による第三者認証を受けていること。

⚫ 森林プロジェクトの場合のみ、プロジェクト終了後も継続的（10年間）に適切な森林
管理を実施、報告すること（永続性担保措置）。

⚫ クレジットを他者に移転・発行した場合、その削減価値は主張できなくなること。
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追加性とは？

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）
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方法論とは？

区分 方法論（一部抜粋）

省エネ等 ボイラ、空調、照明、ヒートポンプ、コジェネ、生産設備（工
作機械、射出成型機など）、電気自動車、未利用廃熱利用、冷
凍・冷蔵設備、サーバー更新、共同配送など

再エネ バイオマス燃料（木質、BDF、廃棄物燃料など）、太陽光発電、
風力発電、バイオガスなど

工業プロセス マグネシウム溶解鋳造用カバーガスの変更、麻酔用N2O回収・
分解システムの導入など

農業 豚・鶏用飼料、家畜排せつ物管理、茶農園肥料、バイオ炭

廃棄物 微生物活性剤を利用した汚泥減容、食品廃棄物等の堆肥化

森林 森林経営活動、植林活動
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通常型とプログラム型

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）
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【参考】認証クレジットの内訳

出典：J-クレジット統計資料（制度事務局）
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J-クレジットの売買

取引方法 概要及び特徴

売買仲介
•クレジットの仲介事業者（Ｊ－クレジット・プロバイダー等）を通じてクレジットを売買。

•クレジットの購入価格は仲介事業者との相対取引で決定。

相対取引

•販売希望者は「売り出しクレジット一覧」（ホームページ）に保有クレジットの情報※を掲載。

※実施地域、プロジェクト概要、方法論、販売可能量、希望価格、連絡先等

•購入希望者は「売り出しクレジット一覧」から直接販売希望者へ連絡。

•クレジットの購入価格はクレジット保有者との相対取引で決定。

入札販売
•制度事務局が実施する入札（年1～2回）に参加。

•落札価格を下回った場合にはクレジットを購入できないリスクもある。
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【参考】J-クレジット入札価格の推移

出典：J-クレジット統計資料（制度事務局）
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J-クレジット活用実績

出典：J-クレジット統計資料（制度事務局）

活用目的の内訳認証量と無効化・償却量（累積）



J-クレジット創出の実務
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創出にあたって

☑ 合致する方法論があるか確認

☑ 追加性があるか確認（投資回収3年以上）

☑ 申請に要する費用を試算

・妥当性確認に要する費用（検証手数料）：50～100万円程度

・申請書作成費用（外部コンサルタント等を用いる場合）

☑ 活用できる国の支援・補助金を調査

・制度事務局の支援

・国や自治体の設備導入補助金等（※環境省補助金を受ける場合はNG）

☑ 削減量及び売却収入を試算

・100t/年程度あると望ましい

STEP1 まずは実現可能性を確認する
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削減量算定のイメージ -ボイラ更新を想定-

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）
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プログラム型プロジェクトの概要

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）
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プログラム型の事例（イメージ）

出典：プログラム型プロジェクト運用手順（制度事務局）
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プログラム型の要件

⚫ プロジェクト実施者が適切な運営・管理体制を備えている。

⚫ 類似制度及び本制度のプロジェクトとして二重登録されていない。

⚫ 取りまとめる削減活動全てに共通する属性として次のいずれかに該当する。

• 家庭部門の削減・吸収活動である。
• 運営・管理者又はその構成者が実施する削減・吸収活動である。
• 同一の補助金を受給している。
• 運営管理者から燃料や設備等の供給を受けている。
• ICTにより活動量データを自動収集・管理できる。

• 1年に1回程度、審査機関による検証を受けることが望ましい。
• 全ての会員に対し、J-クレジットの基本事項や収益の処分方法等について認
識できるように説明を行うことが望ましい。

• カーボンニュートラル行動計画（経団連）の目標達成には活用できない。

⚫ 方法論、モニタリング項目が共通である。

⚫ その他の要件・推奨事項
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プログラム型プロジェクトの進め方

出典：プログラム型プロジェクト運用手順（制度事務局）
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プログラム型の算定イメージ -太陽光発電を想定-

出典：J-クレジット制度の概要（制度事務局）


